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Photo . 1 2oo dark-field micrograph (a) and bright-field micrograph (b) of the Fe-23.3
   at%Al atloy annealed at 8n K, point A in Fjg. 1, for 18 ks after cooling from
   lo73 K to 871 K at the rate of o.O17 K/s in a magnetic field of 8oo kA/m.
   The long layers of the a phase on antiphase boundaries and the mottled
   structure within antiphase domains are visible. The degree of long range
   order changes with the distance from antiphase boundaries. The a and B2
   phases are neither elongated nor aligned
Photo . 2 200 dark-field micrographs of the Fe-23 3 at% Al alloy cooled from 1073 K to
   841K, point B in Fjg. 1 in a magnetic field of EoO kA/m (a) and without the appli-
   cation of a magnetic field (b) showing the microstrctural changes during
   the B2.a+B2 phase separation. The microstructure in (a) is weekiy
   influenced by the application of a magnetic field. In (a) , that is, the a and
   B2 phases are slightly elongated and aligned, while a well defined layer of
   the B2 phase along antiphase boundaries disappears.
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Photo .3 The anisotropic structure of the a and B2 phases in the Fe-23.3 at%Al altoy
    annealed at 841 K, point B in Fig. 1, for 18 ks after cooling from 1073 Kina
    magnetic field of 800 kA/m Dark-field micrograph using the 2eO reflection.
    The image of the B2 phase is diffuse, because the degree of long range
    order in the B2 phase is smalt due to directional order.
P. hoto .4 The Fe-23.3 at%Al alloy anneaied at 841 K, point B in Fig. 1, for O.3 ks
    after furnace-cooling from 1073 K at the rate of O.9 K/s in a magnetjc fjeld
    of 800kA/m (a) and without the applicatjon of a magnetic field (b) . 200
    dark-field micrographs revealing the initial stage of the B2.a+B2 phase
    separation within many antiphase domains. The contrast between the a and
    B2 phases is not remarkable, suggesting that the disordering of the B2 phase
    occurs. The sjze of the a phase in (a) becomes smaller than in (b) by the
    influence of a magnetic field though the elongation and alignment of the a
    and B2 phases are not recognized.
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よる著しい影響を受け異方性が生ずることがわかる。
一方，写真（6）より明らかなように無磁界中で徐冷
した場合α相はB2相中のなめらかに曲がった逆位相
境界に沿って析出するとともに，B2相のスピノダル
的分解によってドメイン内にも等方的に形成する。ま
た，逆位相境界に沿って析出したα相の周辺にはB2
相の帯が見られ，このB2相のコントラストが強いこ
とよりB2相の規則度がかなり高いと考えられる等，
磁界中と無磁界中の相分離過程はかなり異なり，相分
離過程に及ぼす磁界の影響が841K付近の温度で大
きいことが確認される。
　Photo．3はPhoto．2と同様に800kA／mの磁界
中でlo73Kから841K（Fig．1．におけるB点）まで徐
冷し，この温度で18ks焼鈍した後氷水中に急冷した
際の200暗視野像を示す。Photo．2（α）より得られ
た結果と比較して焼鈍時問が長いため磁界の影響が著
しく強く現われ，逆位相境界に析出したα相はドメイ
ン内へと枝状に伸び，ドメイン内のα相は水平に長く
伸びる。ここで，α相が1申びる方向は結晶学的異方性
とは無関係に磁界方向と一致すると思われる。また，
ドメイン内のB2相とα相との問のコントラストが弱
くなっており，B2相の規則度が磁界により低くなる
ことが推定される。このようにB2相の規則度が低く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49）50）
なることは磁界によって原子の方向性規則配列
が生じることによると解釈される。すなわち，無磁界
中のB2相においては第1隣接間に異種原子を配置し
規則化の傾向が強いのに対して，磁界中のB2相にお
いては第1隣接間に同種原子を配置して不規則化の傾
向が出現すると考えられる。
　Photo．4（α）および（ろ）は800kA／mの磁界中，
および無磁界中において1073Kより0，9K／sの速度
で841K（Fig　1におけるB点）まで徐冷し，841Kで
0．3ks焼鈍後氷水中へ急冷した際の200暗視野像を
示す。両方の写真よりわかるように冷却速度が大きい
ために，B2相とα相のコントラストが弱く，逆位相
境界が多い。このことより，B2相が十分には規則化
していないことがうかがえる。α相はこの逆位相境界
に沿って析出するとともに，ドメイン内にも等方的に
生成する。photo，4（のと（のとを比較すると，磁
界によりドメイン内のα相の大きさがやや小さくなる
傾向が認められる。
　Photo．5（α）および（∂）は800　kA／mの磁界
中および無磁界中において，Photo．4の場合と同
様に0．9K／sの速度で841　K（Fig．1におけるB
　　　　　　　　　（の　　　　　　　　　　　　　　　　　（∂）
Photo．5　The　Fe－23．3at％Al　alloy　annealed　at　841　K，　point　B　in　Fig．1，　for　6。2ks　after
　　　　　furnace－cooling　from　lO73　K　at　the　rate　of　O．g　K／s　in　a　magnetic　field　of　800
　　　　　kA／m（α）and　without　the　apPlication　of　a　magnetic　field（6）．　200　dark－
　　　　　field　micrographs　revealing　the　latter　stage　of　the　B2→α十B2　phase
　　　　　separation．　The　complicated　structure　consists　of　theαphase　on　many
　　　　　antiphase　boundaries　and　theαand　B2　phases　within　antiphase　domains．
　　　　　Both　the　elongation　and　the　alignment　of　theαand　B2　phases　are　vlsible　in
　　　　　　（α）．
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点）まで冷却後，841Kに6．2ks焼鈍した後氷水中
へ急冷した際の200暗視野像を示す。両方の写真にお
いて冷却速度がPhoto．4の場合と同じように大きい
ためにB2相が十分に規則化しておらず逆位相境界が
非常に多く見られる。しかしながら，この場合は焼鈍
時間が長いために相分離過程に及ぼす磁界の影響がは
っきりと現われている。ドメイン内に生成したα相は
磁界中で焼鈍した場合磁界の影響を受けて写真（α）
に見られるように細長く伸びて方向がそろっている。
無磁界中で焼鈍した場合写真（のに見られるように
ドメイン内に生成したα相の方向はそろっておらず，
磁界の影響が大きいことが確認される。
　以上，本研究においてB2→α＋B2の相分離過程
に及ぼす磁界の影響が冷却速度，焼鈍温度によって変
化することを明らかにした。今後，相分離過程に及ぼ
す磁界の影響を詳細に研究するとともに，相分離過程
にDO3相が関与する場合についても検討する予定で
ある。また，成分濃度の局所的変化速度δC／∂tと規
則度の局所的変化速度∂S／δtの関係式を導き，相分
離過程に及ぼす磁界の影響について理論的考察を試み
る予定である。本研究と平行して，磁気的性質や機械
的性質に及ぼす磁界の影響についての研究も望まれ
る。
IV．結　　言
　透過型電子顕微鏡観察により23．3at％A1のFe－
Al合金においてB2→α＋B2の相分離過程に及ぼ
す磁界の影響を調べ，つぎの結果を得た。
　（a）a／4＜111＞型逆位相ドメイン内のB2相
は磁界のために不規則化するとともに，一方向に伸び
たα相とB2相に分離する。
　（b）a／4〈111＞型逆位相境界に沿ったB2相
の層は磁界のために形成しにくい。
　（c）相分離過程に及ぼす磁界の影響は，冷却速度
が小さい場合，および，ある一定の温度以下で焼鈍し
た場合に顕著である。
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